

























　初日のプログラムは、9 時 50 分から 11 時 20
分までのプログラム I「アイスブレイク」、11 時
30 分から 12 時 30 分までの屋外での活動を中心
にしたプログラム II「ネイチャーゲーム」、13 時
40 分より 15 時 10 分までのプログラム III「チー
ムビルディング＆コンセンサスＩ」、15 時 40 分
から 17 時 10 分までのプログラム IV「エンカウ
ンター I」、夕食後の 19 時 30 分から 21 時までの
プログラム V「チームビルディング＆コンセン
サス II」であった。二日目は 9 時 30 分から 11 時
までプログラム VI「エンカウンター II」を行い、
最後にプログラム VII「振り返り」を 11 時 10 分








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































８）このエクササイズは、2008 年 2 月に執筆者の一人で
ある片山が福井大学地域教育学部において道徳教育
特論（大学院科目の集中講義）を担当した際、受講生
の濵田美代子氏に紹介していただいたものである。記
して謝意を表したい。濵田氏は「葉っぱの緑はどんな
色？」というテーマで自分自身の経験の自己開示から
エクササイズを展開されていた。本研修ではエクササ
イズの部分を取り出し、「人物批評」という名前をつ
けて実践した。
９）本研修では主に、グラハム・パイク、ディヴィッド・
セルビー『ヒューマン・ライツ―たのしい活動事例集
―』（中川喜代子監訳、平岡昌樹訳）明石書店、51-56
頁（1993 年）を参考にして実施した。
10）土井隆義『「個性」を煽られる子どもたち―親密圏の
変容を考える―』岩波ブックレット№ 633、24-30 頁
（2004 年）参照。なお、この傾向は、たとえば文部科
学省中央教育審議会の答申のなかで「教育は、子供た
ちの『自分探しの旅』を扶ける営みともいえる」とい
う表現の中にも現れている。第 15 期中央教育審議会
第一次答申参照。
11）土井隆義、同書参照。また、現代社会における親密
圏の増大と公共圏の縮小による問題については、リ
チャード・セネット『公共性の喪失』（北山克彦、高
橋悟訳）晶文社（1991 年）を参照されたい。
